





































　現生試料 20 個、化石試料 19 個のうち、現生試料 7 試料、化石試料 7 試料を使用して、地球
化学的分析を行った（図 1）。







同位体分析は酸素 (δ18O) と炭素 (δ13C) について質量分析計を用いて行った。また XRD（X-ray 
Diffraction）分析についても、フローチャートにしたがって得られた切削片を粉末状にし、方
解石含有量を明らかにした。また耳石の一部を用いて AMS（Accelerator Mass Spectrometry: 加速
器質量分析）法により放射性炭素年代を測定した。
3　結果










算式が少なからず提唱されている（例えば Patterson et al. 1993;  Kalish 1991a; Thorrold et al. 1997 な
ど）。本研究も同様に酸素同位体比を用いて温度復元を行った。研究対象であるインド北西部
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